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はじめに 

近年のグローバル化や急速な情報化の進展により、社会は激しく変化し、また、多様化しています。

これらの社会においては、膨大な情報から何が重要かを主体的に判断し、他者と協働して新たな価

値を創造していくことが求められます。そのためには、子どもたちの学習や生活の主要な場である学

校において、教育の情報化を推進し、ICTを活用することにより、子どもたちの情報活用能力を育成

することが、子どもたちの社会を生き抜く力を育むことにつながるものと思います。 

国では、「第2期教育振興基本計画」（平成25～29年度）、「教育のIT化に向けた環境整備4か

年計画」（平成26～29年度）、「教育の情報化加速化プラン」（平成28～32年度）などで、学校にお

けるICT環境の目標水準を示すとともに、授業・学習面、校務面、学校・地域連携など学校活動の

あらゆる側面へのICTの積極的活用を推進しています。また、改訂される新学習指導要領（平成32

年度小学校全面実施、平成33年度中学校全面実施）においてもICTを活用した教育課程が多く含

まれることが見込まれます。 

本市では、北杜市総合計画後期基本計画や北杜市総合戦略において「情報化社会に対応した

情報機器の整備」を学校教育環境の向上のための施策の一つとして、ICT教育の推進を掲げてい

ます。また、自然や人材、文化など、子どもの教育に資する地域の資源を十分に活用した原体験や

実体験を重視する教育「原っぱ教育」においても、この「情報化推進事業」を位置づけており、ICT教

育の推進は「夢を持ち未来を切り拓く、心身ともにたくましい 北杜の子ども」の育成に有効であると期

待しています。 

しかし、ICTは万能ではありません。とかくICT機器の整備やICTを使用することが目的になってし

まいがちですが、ICTは「主体的・対話的で深い学び」や「分かりやすい授業・学習」の実現のための

学びのツールです。 

北杜市立小中学校教育情報化整備計画は、教育委員会と学校が教育情報化の基本的な考え

方と進めるべき方向性について共通のビジョンを持ち、ICT機器の無駄のない整備と効果的な活用

の方法を模索しながら、教育の質の向上につなげていくことを目的として策定したものであります。 

学校のICT環境を充実させるだけではなく、教員の授業力やICT活用指導力といった学校の教育

力を高めていくことで、ICTを活用した「新しい学び」の実現を図り、北杜っ子の「社会を生き抜く力」

を育成してまいります。 

 

平成29年3月 北杜市教育委員会教育長 堀内 正基 
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第1章 本整備計画の策定について 

第1節 本整備計画策定の趣旨 

教育の情報化については、グローバル化や情報化など、急激に変化する今日の社会において、

その重要性が指摘されている。国の政策としては、文部科学省が「教育の情報化ビジョン」や「教育

の情報化加速化プラン」などにおいて、子どもたちに求められる能力を育成するため、教育での情報

化を推進する方向性を指し示してきた。今後、文部科学省が提唱する「主体的・対話的で深い学び」

の観点からも、日常的にICTを活用していくためには、学校でのICT環境の整備が更に必要となって

くる。 

本市においては、学校ごとにICT環境の整備状況が異なっていることから、教育委員会と学校現

場が同じビジョンを持ち、共通認識の下、市内すべての小中学校において等しくICT環境を整備しな

がら、教育の情報化を推進する必要がある。そのためには、国の方針を鑑み、本市の方針を決め、

計画的に学校のICT環境を整備していくことが重要であると考える。 

また、平成26年度の総務省情報通信政策研究所による調査結果では、保護者を対象としたアン

ケート調査において、「パソコンやインターネットを利活用できるようになることは、子どもの将来にとっ

て必要であると考える保護者が9割以上(92.7%)である。」との結果が出ている。 

上記の結果から、教育の情報化を推進することは、子育て世代の定住促進にもつながると考えら

れる。 

これまでに整備された環境も生かしながら、より効果的で無駄のないICT環境の整備を図るため、

今回本市では独自の整備方針を策定し、計画的に教育のICT環境の整備を進めていくものとする。 

 

第2節 計画の位置づけ 

本計画は、国や文部科学省の政策並びに北杜市総合計画、北杜市の教育、北杜市定住促進

計画及び、八ヶ岳定住自立圏共生ビジョンを基盤として策定する。 

 

第3節 計画期間 

本整備計画の策定期間は、平成29年度（2017年度）から、平成38年度（2026年度）までの10

年間とする。10年間という計画のため、世相にあわせて適宜見直しを行うものとする。 
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第2章 教育の情報化の背景 

第1節 教育の情報化に関わる社会動向 

現代社会においては、急速にグローバル化や情報化が進展している。こうした将来の変化を予測

することが難しい時代において、子どもたちは社会の変化に主体的に関わり、その過程を通して一人

ひとりが自らの可能性を最大限に発揮し、よりよい社会と幸福な人生を自ら作り出していくことが重要

である。 

これからの社会においては、膨大な情報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問いを立ててそ

の解決を目指し、他者と協働しながら新たな価値を生み出していくことが求められる。文部科学省で

は平成14年度の学習指導要領から、「生きる力」として、確かな学力、豊かな心、健やかな体の知・

徳・体のバランスの取れた力を育成することを理念として定めている。自分で考え自分で行動できる

こと、その上で他者と協力して助け合いながら「生きる力」を身につけることが重要である。 

このような資質・能力の育成において、特に確かな学力の育成には、基礎的・基本的な知識・技

能の確実な習得と、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力及び

主体的に学習に取り組む態度などを育むことが必要である。 

そのためには、各教科などの学習を進めるとともに、教科横断的な視点から「カリキュラム・マネジ

メント」を確立し、教育活動を改善することで、学びの量とともに質の高い深い学びを目指し、課題の

発見・解決に向けた主体的・対話的で深い学びの視点から、指導方法を改善していくことが求めら

れる。 

子どもたちにとって、情報や情報手段を主体的に選択し活用していくために必要な情報活用能力

を、各学校段階を通じて体系的に身につけていくこと、急速に進化するICTなどの技術を使いこなす

素養を身につけていくことが必要である。そのため、将来に向けた教育の情報化を推進するには、授

業・学習面と校務面の両面でICTを積極的に活用し、教育委員会・学校・家庭や地域がそれぞれの

役割を明確にし、取組を進めていくことが重要となる。 
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第2節 教育の情報化に関わる国の取組 

平成2年に、教育用コンピュータが学校現場に整備されるようになってから約25年が経過した。 

その間にも、国や文部科学省では、教育の情報化に関して様々な実証研究や取組を行い、整備

を進めてきた。平成22年度からは総務省のフューチャースクール推進事業、平成23年度からは文

部科学省の学びのイノベーション事業など、児童生徒用に一人1台の情報端末整備に向けた実証

研究が実施され、その結果がまとめられている。具体的には「ハードウェア」としてタブレットパソコン、

電子黒板など、「ソフトウェア」としてデジタル教科書やデジタル教材、協働学習ソフトウェアなど、「人

員」として、先生方の指導力向上のための活用研修やICT支援員など、三つの側面から実証研究

が行われ、成果や課題が見出された。 

平成23年4月には、2020年度に向けた教育の情報化に関する総合的な推進方策「教育の情報

化ビジョン」が取りまとめられ、21世紀を生きる子どもたちに求められる資質や能力、教育の情報化

が果たす役割、学校における様々な場面でのICT活用などが示された。その中で、ICTを活用した

授業の姿として、「21世紀にふさわしい学びの環境とそれに基づく学びの姿（例）」が記載されている。 

一方、校務に関しては、平成22年に初めて発表された「新たな情報通信技術戦略 工程表」で、

校務支援システムの普及や、情報セキュリティ・情報モラルに関することが明記され、機器の整備だ

けでなく活用に向けた施策も立てられた。 

こうした国の取組をもとに、各自治体では教育の情報化をどのように進めていくか方針を立て、そ

れに基づき計画的に整備を進められるよう、整備計画を策定している事例が増えている。 

 

文部科学省「教育の情報化ビジョンパンフレット」より 
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第3節 教育の情報化に関わる市の動向 

 本市の情報化については、北杜市総合計画にて、課題の一つとして「情報化社会の進展に対応し

た地域情報社会の確立」を明記している。 

 

上記課題に対応するため、基本理念の一つとして「高度情報社会に対応した協働のまちづくりの

形成」を掲げており、市民の活動がより活発に、そしてより広範になるよう情報基盤を整備し、市民が

高度情報社会に対応するまちを目指している。 

一方、学校教育に関する施策としては、北杜市総合計画内にて大綱の一つに、「教育・文化に輝

く杜づくり」を掲げている。施策の体系としては、1.学校教育の充実、2.学校教育環境の向上、3.中

高一貫教育の推進とし、中でも1.学校教育の充実として「原っぱ教育」の推進を立てている。 

「原っぱ教育」は北杜市総合計画とともに始まり、「不屈の精神と大志を持った人材の育成」を目

標に、また、「夢を持ち 未来を切り拓く 心身ともにたくましい 北杜の子ども」を目指す子ども像に

設定し、推進している。 

本市の学校におけるICT環境の整備状況については、毎年文部科学省が実施する「学校におけ

る教育の情報化の実態等に関する調査」により、公表されている。また、こうした教育の情報化の状

況を学校が自己評価し、総合的に情報化を進めていくため、本市では、「学校情報化診断システム」

（日本教育工学協会JAET主催）を実施している。本市では本システムを用いて、平成27年度から

継続して調査を行っており、現状を把握した上で課題を明らかにし、学校と教育委員会が連携して

教育の情報化を推進するために意識を高めている。 

「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」の結果によると、11項目中6項目にお

いて、北杜市は県内及び全国の平均値よりも整備率が高く、整備が進んでいることがわかる。しかし、

普通教室における電子黒板及び無線LANの整備率は低いため、今後それらを中心に整備をしてい

くことで、学校でより活発にICTを活用できる環境が整うものと考えられる。 

「学校情報化診断システム」の結果によると、平成27年度との比較で、顕著な変化が見受けられ

た学校もあった。また、「管理職のリーダーシップと教育情報化のビジョン」の項目について、レベルが

高い学校では、他の項目についても総じてレベルがあがっていることから、学校の情報化を推進して

いくためには、管理職を含むリーダーシップチームが協力して推進することが重要であることが明らか

となった。 

その詳細は次ページ以降に記載する。 

通信手段の多様化に代表される情報化社会の進展は、今後もますます進むことが予想され、 

このことは地域社会にも大きな影響を与えていくものと思われます。電子自治体など行政事務の

電子化もこうした流れの中に位置づけられ、行政機関における情報処理能力の向上は、今後、

欠くことのできないこととされています。そのため、進展する情報化社会に対応できる情報基盤を

整備し、その活用できる能力を向上させることにより、市民参加によるまちづくりなどを実現する 

ための有力な手段として活かしていくことが必要です。（第1次北杜市総合計画より） 
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平成27年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果 

山梨県北杜市と山梨県平均値、全国平均値との比較 

 

 北杜市 山梨県 全国 

 教育用コンピュータ1台当たりの児童生徒数 3.7人(10) 4.5人 6.2人 

 一学校あたりの電子黒板の整備台数 2.0台(8) 1.8台 3.0台 

 電子黒板のある学校の割合 100.0%(1) 72.0% 78.8% 

 普通教室の電子黒板整備率 26.9%(7) 14.8% 21.9% 

 普通教室のLAN整備率 82.7%(23) 87.5% 87.7% 

 普通教室の無線LAN整備率 13.5%(16) 46.5% 26.1% 

 インターネット接続率（光ファイバ回線） 100.0%(1) 81.6% 86.1% 

 インターネット接続率（30Mbps以上回線） 90.5%(16) 86.8% 84.2% 

 教員の校務用コンピュータ整備率 145.7%(5) 123.3% 116.1% 

 校務支援システムの整備率 71.4%(19) 88.8% 83.4% 

 校務支援システムを整備している学校のうち、 

 統合型校務支援システムを整備している割合 
26.7%(11) 45.9% 51.7% 

 

※（）内は同一県内の28自治体での順位（市町村、組合を含む） 

山梨県平均値、全国平均値よりも整備率が 高い → 青文字 

 低い → 赤文字 
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文部科学省「平成27年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」をもとに作成 

（株式会社JMC） 
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学校情報化診断システム結果 

平成27年度と平成28年度との比較 

   

教科指導におけるICT活用  情報教育 
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■不充分 ■部分的 ■充分 ■先進的・発展的 

   

校務の情報化  情報化の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育工学協会「学校情報化診断システム」の結果をもとに作成 

（株式会社JMC） 
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第3章 教育の情報化における基本方針 

北杜市総合計画では8つの杜づくりとして施策の大綱が掲げられており、教育については、「教育・

文化に輝く杜づくり」として記載されている。学校教育に関する施策としては、中でも「原っぱ教育」に

注力し、以下の理念を掲げている。 

 

上記を鑑み、教育の情報化を推進するにあたり、基本方針として以下を定める。 

 

 

北杜市 教育施策の体系（北杜市の教育より） 

 

北杜市は、過去現在ともに豊かで恵まれた自然・文化、古い歴史・伝統の中にあり、 

この環境は人々を粘り強く、実直な人柄に育ててきました。北杜市では、その自然や人材、 

文化施設など、子どもの教育に資する地域の資源を十分に活用した原体験や実体験を 

重視した教育「原っぱ教育」を提唱し、推進しています。（北杜市の教育より） 

すべての北杜っ子が、北杜市の自然、文化、歴史、伝統を 

守りながら、これからの社会を生き抜く力を身につけるために、 

学びの道具としてICTを活用できる姿を目指す 
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この基本方針を実現するために、平成28年7月に文部科学省が提示した「『2020年代に向けた

教育の情報化に関する懇談会』最終まとめ」を参考に、以下の項目に沿って、北杜市立小中学校

教育情報化整備計画を策定した。 

 

 

 

  

大項目 内容 

1.学校 

1-1.授業・学習面でのICTの活用 

1-2.校務面でのICTの活用 

1-3.授業・学習面と校務面の両面でのICTの活用 

2.教育委員会 2-1.教員の指導力の向上や教育委員会・学校における推進体制 

3.家庭・地域 3-1.ICTによる学校・地域連携 
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第4章 教育情報化整備計画 

第1節 目指す姿 

北杜市では、どのような整備を行っていくのか、また、整備を進めることによって、子どもたちに対し

てどのような教育ができる環境になるのかを「教育情報化の目指す姿」として提示する。 

大項目 中項目 北杜市の方針と成果指標 

1
．
学
校 

1
I
1
．
授
業
・学
習
面
で
の
I
C
T
の
活
用 

1-1-1 

 モデル校における、主体的・対話的で深い学びの視点を 

含めた効果的なICT活用事例の作成 

 各学校への展開、活用、事例を増やす 

1-1-2 
 小学校段階におけるプログラミング教育への外部専門人材の 

活用を検討 

1-1-3 

 北杜市での理想となるICT環境について、モデル校での 

導入形態・仕様の確立 

 各学校への展開 

1-1-4  特別支援学級でのICT機器の活用 

1-1-5 

 全教員が情報モラル教育を指導できるよう研修体制や 

カリキュラムの確立 

 各学校での児童生徒への指導 

1
I
2
．
校
務
面
で
の
I
C
T
の
活
用 

1-2-1 

 校務系システムと学習系システムの分離 

 個人情報の暗号化などの情報セキュリティシステムの導入 

 データセンター（クラウド利用を含む）で一元的に管理 

 二要素認証の情報セキュリティシステムの導入 

 システム構築時及び定期的な監査の実施 

 情報セキュリティポリシーの作成・検証 

 全学校・全教職員に対する実践的な研修の実施 

 教育委員会事務局への情報システムを専門とする課・係の 

設置 

1-2-2 

 統合型校務支援システムの導入・運用 

 システムの対象となる業務範囲の明確化 

 校務に関する文書などの電子化・標準化の考え方の 

整理及び業務改善の促進 

 複数自治体による統合型校務支援システムの導入・ 

運用に向けた考え方の整理 
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大項目 中項目 北杜市の方針と成果指標 

1
．
学
校 

1
I
3
．
授
業
・学
習
面
と

校
務
面
の
両
面
で
の 

I
C
T
の
活
用 

1-3-1  モデル校でのスマートスクール（北杜市版）の研究 

2
．
教
育
委
員
会 

2
I
1
． 

教
員
の
指
導
力
の
向
上
や 

教
育
委
員
会
・学
校
に
お
け
る
推
進
体
制 

2-1-1 
 教員向けの活用研修の実施 

 北杜市の教員育成計画の構築 

2-1-2  国が実施する研修への教員（管理職含む）の参加 

2-1-3 
 北杜市版ICT活用指導力チェックリストの作成 

 国の調査における評価向上 

2-1-4  全国ICT教育首長協議会への参画 

2-1-5  教育委員会事務局内に情報担当部署の設置 

2-1-6  総合教育会議を実施する（年2回）、首長部局との連携強化 

2-1-7  教育情報化主任の育成、研修の実施 

2-1-8  ICT支援員の導入に向けた検討 

3
．
家
庭
・地
域 

3
I
1
．
I
C
T
に
よ
る 

学
校
・地
域
連
携 

3-1-1 

 ICT教育全国首長サミットへの参加や市独自でフォーラム 

などを開催 

 定期的な取組事例の外部公開の実施 

3-1-2 

 各学校にて、子どもたちによるICTを活用した、地域の魅力 

発信のための活動を実施 

 地域人材とICTを活用した学習機会の提供 

3-1-3 

 体育館へ無線LANを整備し、災害時における避難者への 

無線LAN開放を実施 

 学校ホームページの充実（防災情報の提供） 

 緊急地震速報の導入 
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北杜市立小中学校教育情報化整備計画 

17 

第2節 整備計画 

目指す姿を実現するために、各年度における整備計画を策定した。 

 No. 項目 現状 具体策 
平成29年度

(2017) 

国
の
動
向 

1 教育の情報化ビジョン 平成23年度作成  
 

2 教育の情報化に関する手引 平成22年度作成 平成30年度内を目途に改訂 

 

3 教育振興基本計画 5年に1回見直し  
 

4 
教育のIT化に向けた環境 

整備4か年計画 

平成26年度から平成29年度 

まで地方交付税措置 
 

 

5 教育の情報化加速化プラン 平成28年度作成  

 

6 学習指導要領 約10年に1回見直し  

 

7 教科書改訂 4年に1回改訂 

使用開始の前年度に 

教育委員会で採択 

（今後のスケジュールは見込みと

して記載） 

 

市
の
動
向 

 

8 第2次北杜市総合計画 

第1次北杜市総合計画は 

平成19年度から平成28年度 

まで実施 

平成28年度作成 

 

9 
北杜市の学校教育に関する

施策（原っぱ教育） 
平成18年度作成  

 

10 北杜市定住促進計画 
平成27年3月作成 

3年間実施 
 

 

11 
八ヶ岳定住自立圏 

共生ビジョン 

北杜市、富士見町、原村合同で 

平成27年8月作成、 

5年間実施 

平成28年3月に第1回改訂 

 

 

12 施設関連     

 

O

S
期
間 

 

13 サーバー 

  

 

14 クライアント 

 

 

 

 

第二期 

平成25 

年度から 

地方交付税 

措置 

平成26年度 

から 

 

周知・徹底 

 

平成27年度

から 

 

 

須玉小学校

大規模改修

完成 
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平成30年度 

(2018) 
平成31年度

(2019) 

平成32年度

(2020) 

平成33年度

(2021) 

平成34年度

(2022) 

平成35年度

(2023) 

平成36年度

(2024) 

平成37年度

(2025) 

平成38年度

(2026) 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

改訂 

第三期 

平成30年度から平成34年度まで 

平成23年度から 

平成28年度から 

平成32年度まで 

先行実施 
小学校 

全面実施 

中学校 

全面実施 

小学校  

道徳 

使用開始 

中学校  

道徳 

使用開始 

小学校 

全教科、英語 

使用開始 

中学校 

全教科 

使用開始 

小学校 

全教科 

使用開始 

中学校 

全教科 

使用開始 

平成29年度から平成38年度まで 

平成18年度から 

平成27年度から 

平成31年度まで 

高根東小、

高根北小、

高根清里小

統合 

Windows Server 
2012/2012 R2  

延長サポート終了 

（2023.1.10） 

Windows 7 

延長サポート終了 

（2020.1.14） 

Windows 8.1 

延長サポート終了 

（2023.1.10） 

Windows 10 
(2015) 

Office2016 

延長サポート終了 

（2025.10.14） 

平成22年度から 
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 No. 項目 現状 具体策 

平成29年度

(2017) 

体
制
・制
度 

15 
北杜市立小中学校 

教育情報化整備計画 
平成28年度作成 

政府が目指す整備計画と北杜市の 

計画を踏まえて、教育の情報化計画を 

検討・策定 

 

16 
学校情報セキュリティ 

ポリシーの策定 

市情報セキュリティ 

ポリシーを適用 

各学校にルールあり 

文部科学省の緊急提言に沿って、 

学校情報セキュリティポリシーを作成 

また、ポリシーにあったICT機器 

整備と、ポリシー周知のための研修、 

継続的な見直しを実施 

 

 

17 
教育委員会内での 

情報担当部署の設置 
なし 

文部科学省の緊急提言に沿って、 

学校ICT機器整備に関する専門部署の

設置や、情報専門の指導主事の 

配置に関して検討・設置 

 

18 
教育CIO・ 

教育CIO補佐官の配置 
なし 

教育CIOは教育長、教育CIO補佐官は

教育総務課の情報担当が行うなど 

検討・配置 

 

 

19 
学校CIO・ 

学校CIO補佐官の配置 
なし 

学校CIOは校長、学校CIO補佐官は 

情報担当(校務・教育両方)が行う 

など検討・配置 

 

 

20 
電子化による文書規定など

の改訂 
なし 

校務支援システム導入前に検討・策定 

また、導入後毎年改訂を実施 

 

 

21 
個人情報保護審議会での

審議 
あり 

教育の情報化計画を進める上で、 

個人情報保護審議会を通さなければ 

ならない事項の検討と、審議会で決定 

 

イ
ン
フ
ラ 

22 回線の見直し 光回線敷設済み 

校務支援システムの導入にあわせ、 

インフラ強化が必要となるため、 

回線の見直しを検討・実施 

 

23 クラウド化 
 

なし 

文部科学省の緊急提言に沿って、 

校務支援システムなどのシステムの 

冗長性やセキュリティ、運用体制の 

強化(学校外からのアクセスなど)が 

求められる際にクラウド化を検討・実施 

 

 

24 校内LAN整備 校内有線LANあり 

校内LANの高速化、無線化の 

検討・整備 

文部科学省の緊急提言に沿って、校務

系と学習系のシステムを論理的または

物理的に分離することもあわせて検討 

 

 

 

 

25 電源工事  整備内容にあわせて、電源工事の 

検討・実施 
 

校
務 

26 校務パソコン一人1台 

リース及び買取りで 

一人1台整備済み 

パソコン教室整備と同時に

更新 

リースでの校務パソコン整備を実施 

また、非常勤を含めた校務パソコンの 

整備を検討・導入 

 

 

 

 

27 情報セキュリティシステム なし 

文部科学省の緊急提言に沿って、 

二要素認証の導入、個人情報の暗号

化などの措置を行える情報セキュリティ 

システムを、情報セキュリティポリシーと

あわせて検討・導入 

 

 

 

 

28 校務支援システム なし 

山梨県との共同化研究の推進、もしく

は、教育事務所単位で教員の異動 

範囲である自治体との共同研究の推進 

どちらで推進するかを平成29年度に 

決定 

 

 

 

 

 

 

検討 

 

 

 

 

小学校 

無線化整備 

 

研究・検討 
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平成30年度 

(2018) 
平成31年度

(2019) 

平成32年度

(2020) 

平成33年度

(2021) 

平成34年度

(2022) 

平成35年度

(2023) 

平成36年度

(2024) 

平成37年度

(2025) 

平成38年度

(2026) 

      

 

 

   

  

 

 

 

       

         

         

         

         

         

         

         

         

         

 

 

 

 

 

 

        

         

         

見直し 

運用・改訂 

作成 

教育委員会

用・学校用 

検討・策定 監査 

検討・設置 

検討 配置 

検討 配置 

検討 運用・改訂 

審議・決定 審議・決定 

検討・実施 

検討・実施 

モバイルWi-fiルータ 

使用終了 

中学校 

無線化設計 

中学校 

無線化整備 

小学校実施 中学校実施 

小学校更新 中学校更新 

10校整備 

6校＋甲陵中整備 

小淵沢小＋7校サーバー更新 

再リース 

再リース 
全校更新 

小淵沢小 

PCソフト整備 

整備 本格運用 

検討 整備 

10校整備 

6校＋甲陵中整備 

小淵沢小＋7校サーバー更新 

再リース 

再リース 
全校更新 
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No. 項目 現状 具体策 
平成29年度

(2017) 

校
務 

29 グループウェア なし 

スケジュール管理や教員間の 

コミュニケーション促進のため、 

グループウェアを検討・導入 

 

30 連絡メールシステム なし 
保護者への連絡ツールとして、 

連絡メールシステムを検討・導入 

 

31 

CMS 
(コンテンツマネジメント 

システム) 

学校ごとに異なったホーム 

ページ作成システムを利用 

学校ホームページの更新頻度の 

向上やサイト運営管理のため、 

CMSを検討・導入 

 

32 テレワークシステム なし 

自宅で校務処理など安全な環境で

行うため、テレワークシステムを 

検討・導入 

 

33 資産管理システム なし 

導入機器やシステムの整備状況に 

あわせ、資産管理システムを 

検討・導入 

 

普
通
教
室
・特
別
教
室 

34 

プロジェクタ、デジタル 

テレビ、電子黒板、 

書画カメラなど 

買取りで各学校に整備済み 

平成29年度以降に全校の 

全普通教室に、電子黒板を整備 

普通教室で利用するICT機器に 

ついて、常設もしくは、特定の場所に 

配置し使用時に移動するかを含め、 

検討・導入 

 

35 教員用パソコン なし 

普通教室で利用するための 

教員用パソコンの検討・導入 

（ソフトウェアもあわせて検討する） 

 

36 児童生徒用パソコン なし 

タブレットパソコンなどを、児童生徒用

に検討・導入 

甲陵中は、普通教室にタブレット 

パソコン41台を整備 

（ソフトウェアもあわせて検討する） 

 

37 デジタル教科書 

全小学校 国語、算数を全学年 

全中学校 理科、英語を全学年

に導入済み 

児童生徒の理解を深めるため 

デジタル教科書を検討・導入 

 

パ
ソ
コ
ン
教
室 

38 
教員用・児童生徒用 

パソコン 

3.7人に1台整備済み 

校務パソコン整備と同時に更新

（甲陵中では高校のパソコン教室

を利用） 

教員用・児童生徒用にタブレット 

パソコンへ入替えを実施 

（甲陵中は普通教室にタブレット 

パソコンを整備） 

高根北小・高根清里小のパソコンは

平成31年2月末でリース切れのため、

1カ月再リース 

 

39 ソフトウェア・デジタル教材 
全小中学校に授業支援 

システムを導入済み 

授業の円滑化や言語活動の充実を

図るため、授業支援システムやCALL

システムなどを検討・導入 

（パソコンと導入時期をあわせる） 

 

40 家庭学習システム なし 
学力向上や不登校、災害時などの 

対策として検討・導入 

 

41 
什器入替え・レイアウト 

変更 
 

什器の老朽化の状況にあわせた 

入替えを検討・導入 

また、主体的・対話的で深い学びや

協働学習など学習方法にあわせた 

レイアウト変更を検討 

 

図
書
館 

42 図書館端末・システム 平成25年度に全校に整備済み 
自治体のシステムとの連携も考慮 

しながら、図書システムを検討・導入 

 

 

 

 

須玉小 

・高根東小

整備 

 

 

 

10校 

整備 

 

研究・検討 

研究・検討 

研究・検討 
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平成30年度 

(2018) 
平成31年度

(2019) 

平成32年度

(2020) 

平成33年度

(2021) 

平成34年度

(2022) 

平成35年度

(2023) 

平成36年度

(2024) 

平成37年度

(2025) 

平成38年度

(2026) 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

検討 モデル校導入 全校検討・導入 

検討 モデル校導入 全校検討・導入 

小学校整備 中学校整備 

甲陵中タブレット整備 

小学校整備 中学校整備 小学校整備 中学校整備 

導入 導入 検討 

検討 モデル校導入 導入 

6校＋ 

甲陵中 

整備 

小淵沢小 

＋7校 

整備 

Windows 7で更新（データベース改修時にWindows 10へバージョンアップ） 

データベース改修 

明野小・明野中 

全校更新 

再リース 

整備 本格運用 

検討 整備 

10校整備 

6校＋甲陵中整備 

小淵沢小＋7校サーバー更新 

再リース 

再リース 全校更新 

小淵沢小 

PCソフト整備 

10校整備 

6校＋甲陵中整備 

小淵沢小＋7校サーバー更新 

再リース 

再リース 全校更新 

小淵沢小 

PCソフト整備 

整備 本格運用 

検討 整備 

整備 本格運用 

検討 整備 
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 No. 項目 現状 具体策 
平成29年度 

(2017) 

サ
ポ
ー
ト 

43 ICT支援員 なし 
校務支援システム整備後、活用の 

ため、ICT支援員を検討・配置 

 

44 パソコン保守 
ハードウェア保守なし 

単年度契約 

パソコン故障時のトラブル対策の 

ため、パソコン保守の検討・ 

保守契約を実施 

 

45 ヘルプデスク なし 

教育用環境の機材、校務用環境の

機材で、それぞれのヘルプデスクを

一元化するかも含めて検討・決定 

 

46 研修会 随時実施 

文部科学省の方針に沿って、 

定期的に情報セキュリティ、 

情報モラル、タブレットパソコン・ 

電子黒板活用の研修会を実施 

 

47 

児童生徒の情報活用能力

育成のための 

教育の実施 

なし 

児童生徒への情報モラル教育や 

プログラミング教育を通して、情報活

用能力育成を図るための教育を実施 

 

48 年間指導計画・指導案 なし 年間指導計画・指導案を検討・策定 
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平成30年度 

(2018) 
平成31年度

(2019) 

平成32年度

(2020) 

平成33年度

(2021) 

平成34年度

(2022) 

平成35年度

(2023) 

平成36年度

(2024) 

平成37年度

(2025) 

平成38年度

(2026) 

         

 

 
        

         

         

         

         

検討・配置 

保守委託 

実施 

実施 

検討・策定・改訂 

検討・契約 
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第5章 本資料作成にあたって 

第1節 検討の流れ 

 

 

 

 

  

日時 内容 

第1回定例会 

平成28年10月14日（金） 

業務計画書の検討 

学校情報化診断システムの調査について確認 

整備状況についての現状確認 

第2回定例会 

平成28年12月2日（金） 
目指す姿、整備計画について協議 

第3回定例会 

平成28年12月21日（水） 

目指す姿、整備計画について協議 

調査結果報告書について協議 

第4回定例会 

平成29年2月8日（水） 

目指す姿、整備計画について協議 

概算工事費について協議 

校長会にて説明 

第5回定例会 

平成29年3月8日（水） 
北杜市立小中学校教育情報化整備計画について協議 

第6回定例会 

平成29年3月22日（水） 
北杜市立小中学校教育情報化整備計画 完成 
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第2節 参考資料 

北杜市発行資料 

 北杜市総合計画 

 北杜市の教育 

 北杜市定住促進計画 

 八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン 

 

文部科学省発行資料 

 教育の情報化ビジョン 

 教育の情報化に関する手引 

 教育振興基本計画 

 教育のIT化に向けた環境整備4か年計画 

 教育の情報化加速化プラン 

 「2020年代に向けた教育の情報化に関する懇談会」最終まとめ 

 学習指導要領 

 学校における教育の情報化の実態等に関する調査 

 

日本教育工学協会（JAET）発行資料 

 学校情報化診断システム 
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第3節 用語集 

  

用語 意味 

CALLシステム 
Computer-Assisted Language Learningの略称で、コンピュータを活用 

した外国語教育システムのこと 

CMS 
Contents Management Systemの略称で、Webサイトのレイアウトや文章、

画像を一元管理し、簡単に記事の更新ができるシステムのこと 

ICT 
Information and Communication Technologyの略で、コンピュータや 

情報通信ネットワーク（インターネットなど）の情報通信技術のこと 

ICT活用指導力（チェックリスト） 

教員あるいは児童生徒がICTを活用して学ぶ場面を効果的に授業に取り 

入れることにより、児童生徒の学習に対する意欲や興味・関心を高め、「わ

かる授業」を実現するためにICTを活用できるかという指導力のこと。また、

文部科学省が作成した指導力を見るためのチェックリストのこと 

ICT教育全国首長サミット 

全国ICT教育首長協議会が主催する、先進的・特徴的な取組を実施して

いる地方公共団体への表彰などを通じた教育の情報化の推進、地域社会

が一体となった推進事例の収集・発信や、その取組を企画・検討している地

方公共団体などに対して支援していく会合のこと 

ICT支援員 
学校のICT化を支援するために、教育委員会内に置き、教員のICT活用を

サポートする人員のこと（例：授業、校務、教員研修などの場面において） 

JAET 
日本教育工学協会の略称であり、学校教育に関わる教員・研究者・企業が

教育工学研究を通して教育の向上に資するために組織化された団体 

カリキュラム・マネジメント 

教育課程に基づき、各学校の教育目標の設定や、教科等横断的な視点か

らの教育内容の配列、年間、単元、各授業などにかかる指導計画の作成、

児童生徒や地域の実態の把握、教育活動の実施に必要な人的・物的資源

の確保などを組織的・計画的に推進すること 

クラウド 
クラウドコンピューティングの略称。インターネットを経由して、様々なソフト

ウェアやハードウェアなどのコンピュータの資源を利用することができる技術 

グループウェア ネットワークを利用してグループでの作業を支援するためのソフトウェア 

スマートスクール 
授業・学習支援システムと堅牢な校務支援システムを連携運用させること

により、学習記録データなどを蓄積・分析し、学級・学校経営の見える化を

推進する国の構想のこと 

データセンター 
学校のサーバーを預かり、インターネットへの接続回線や保守・運用 

サービスを提供する堅牢で安全性が高い施設のこと 

デジタル教科書 
学校で使用している教科書に準拠し、教員が電子黒板などを用いて児童生

徒への指導用に活用するデジタルコンテンツ（教職員などが授業のため自ら

編集・加工したものを除く）のこと 

デジタル教材 
電子黒板などへの投影や、タブレットパソコンにインストールするなどして、授

業で活用できる教材のこと 
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用語 意味 

テレワークシステム 
コンピュータや通信回線などを利用して、学校以外の場所で仕事ができる 

環境を提供するシステム 

フューチャースクール 

推進事業 

総務省により平成22年度から実施された、全国20校（平成22年度は10校）

の実証校を対象に、全児童生徒に一人1台のタブレットパソコン、すべての 

普通教室への電子黒板の配備、無線LAN環境などによるICT環境を構築

し、情報通信技術面の検証を行った実証研究 

プログラミング教育 
子どもたちに、コンピュータに意図した処理を行うよう指示することができると 

いうことを体験させながら、将来どのような職業に就くとしても、時代を超えて

普遍的に求められる力としての「プログラミング的思考」などを育むこと 

モバイルWi-fiルータ 
小型の無線LANルータの一種で、携帯電話のデータ通信を使いながら、 

インターネットなどに接続することができる機器のこと 

学習指導要領 
全国どこの学校で教育を受けても、一定の教育水準を確保するために、 

各教科などの目標や内容などを文部科学省が定めているもので、教科書や

学校での指導内容のもとになるもの 

学校CIO（補佐官） 
Chief Information Officerの略。学校のICT化について、総括的な責任を

持ち、ビジョンを構築し実行するため、学校におかれた責任者 

学校における教育の情報化の 

実態等に関する調査 

学校教育及び教育行政のために地方公共団体において整備されたICT機

器のほか、学校のインターネット接続環境、教員のICT活用指導力の状況

を明らかにし、国・地方を通じた教育諸施策を検討・立案するための基礎 

資料を得ることを目的とする文部科学省実施の調査 

学校情報化診断システム 
JAETが主催する、学校の情報化の状況を自己評価できるシステムのこと。

全国平均との比較や、定期的な自己評価によって情報化の進捗状況を 

把握できる 

協働学習ソフトウェア 
子どもたち同士が教え合い学び合う協働的な学び（協働学習）にて、意見

交換や教員や児童生徒同士での画面共有などができるソフトウェアのこと 

教育CIO（補佐官） 
Chief Information Officerの略。自治体の教育のICT化について、総括的

な責任を持ち、ビジョンを構築し実行するため、教育委員会におかれた責任

者 

教育課程 各学校で編成するカリキュラムのこと 

光ファイバ回線、 

30Mbps以上回線 

民間通信会社による光ファイバ接続サービスの回線のことで、「学校におけ

る教育の情報化の実態等に関する調査」では、30Mbps以上を超高速イン

ターネットと定義する（Mbps=Megabits per secondの略称。通信速度の単

位の一つ） 

校内LAN 
LANとは、ローカルエリアネットワーク（Local Area Network）の略称で、学校

の中のパソコン間で形成されるネットワークのこと。これを整備することに 

より、学校内の別々のパソコン同士のデータのやりとりなどが可能になる 
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用語 意味 

校務支援システム（統合型） 

校務文書に関する業務、教職員間の情報共有、家庭や地域への情報発

信、服務管理上の事務、施設管理などを行うことを目的とし、教職員が一

律に利用するシステムのこと。統合型とは、教務系（成績処理、出欠管理、

時数など）、保健系（健康診断票、保健室管理など）、指導要録などの学籍

関係、学校事務系など上記機能を統合して有しているシステムのこと 

校務分掌 校務を教員が分担して行うために定められた、役割や校内組織のこと 

指導案 
学習指導案とも呼ぶ。授業をしようとする教員が、年間指導計画に位置づ

けられたそれぞれの主題を指導するにあたって、児童生徒や学級の実態に

即して、教員自身の個性を生かして作成する指導計画のこと 

授業支援システム 教員が児童生徒のパソコンを操作・管理するためのシステム 

情報化担当教員 

文部科学省が今後想定している役割の一つで、授業でどのようにICTを活

用するかといった具体的な活用場面や各教科・領域での実践事例を校内

に広め、校内の教員が計画的に実施することを推進する役割を持つ教員の

こと 

情報活用能力 
情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくための個人の基礎的な

資質 

冗長性 
回線や機材を複数用意し、障害などが発生した場合でも、システムを使え

る状態に維持・復旧するための対策が講じられている状態のこと 

情報セキュリティ 
情報の改ざんや漏洩などから守りつつ、必要なときに正確な情報がすぐに利

用可能な状態を維持すること。一般的に機密性、完全性、可用性を維持す

ること 

情報セキュリティポリシー 
情報の管理の仕方を定めたもの。基本方針、対策基準、実施手順に分けら

れる 

情報モラル 情報社会で適正に活動するためのもととなる考え方や態度 

書画カメラ 
実物投影機、教材提示装置とも呼ぶ。電子黒板やプロジェクタにつないで

教科書、図表、ノートなどを拡大して投影することができる機器のこと 

全国ICT教育首長協議会 

「ICT教育全国首長サミット つくば宣言」をもとに、茨城県つくば市ほか9自

治体が発起人となって設立された協議会のこと。自治体相互の緊密な連

携のもとに、先進的ICT教育の研究及び具体化を図り、教育の質的向上に

必要なICT機器の整備及び制度改革の推進を行う 

総合教育会議 
首長と教育委員会が教育行政の大綱や重点的に講ずべき施策などについ

て協議･調整を行う場 

第2期教育振興基本計画 
教育振興基本計画とは、教育基本法に基づき国が策定する教育に関する

総合計画。第2期は、平成25年度～平成29年度を計画期間として作成 
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※本計画の元号については、平成29年3月時点では方針が決定していないため、「平成」との 

表記で10年間記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語 意味 

中高一貫教育 
生徒や保護者が6年間の一貫した教育課程や学習環境の下で学ぶことの

できる教育のこと。主に、中等教育学校、併設型の中学校・高等学校、連

携型の中学校・高等学校の三つの実施形態がある 

電子黒板 
インタラクティブ・ホワイト・ボード（IWB）とも呼ぶ。大型のディスプレイまたは

ボード、スクリーンを備え、パソコンなどから教育コンテンツを映し出し、専用

ペンや指などで操作や手書きができる機器のこと 

特別支援学級 小・中学校に障害の種別ごとにおかれる少人数の学級 

二要素認証 
USBキーなどの物理的要素と、パスワードなど知識的要素など、二つの 

認証方式を併用して安全性を高めた認証方式のこと 

年間指導計画 
指導計画のうち、学校として、この時間の教育活動の基本的な在り方を 

示す「全体計画」を踏まえ、その実現のために、どのような学習活動を、どの

ような時期に、どのくらいの時数で実施するのかなどを示す計画のこと 

学びのイノベーション事業 

文部科学省により平成23年度から実施された、全国20校の実証校を対象

に、児童生徒一人1台端末、普通教室への電子黒板や無線LANなどが整

備された環境において、ICTを活用した教育の効果・影響の検証、効果的

な指導方法の開発、モデルコンテンツの開発などを行った実証研究 

文部科学省の緊急提言 
平成28年7月に文部科学省から出された「教育情報セキュリティのための

緊急提言」のこと 

連絡メールシステム 
電子メールを利用して、あらかじめメールアドレスを登録した保護者に学校

からメールを配信できるシステム 
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